
※方形周溝墓
　四角い低墳丘の周囲を溝で囲んだ墓で、
中央部に埋葬施設を伴う。

１古墳時代の幕開け

２古墳時代中期後半の開発

　古墳時代前期に形成された集落や墓域は、古墳時代中期（４世紀）までには衰

退し、越辺川中流域で再び人々の活動が活発になるのは中期後半（５世紀後半）

になります。低地帯の桑原遺跡と棚田遺跡に大規模な集落が形成されます。集落

の眼下に広がる湿地には、水田などの耕作地が広がっていたと考えられます。こ

れら地域開発は、新興集団の指導者（在地首長層）によってけん引されました。

　弥生時代後期（３世紀後半頃）の越辺川中流域では、これまで活動が低調だった

地域へ人々が新たに進出していくようになります。毛呂台地上に三福寺遺跡などの

集落が点在し、低地では、未開地「フロンティア」に進出した人々によって開かれ

た広大な耕作地を背景に、下田遺跡で大規模な拠点集落が形成されます。

　古墳時代初頭には、毛呂台地の縁辺部の大河原遺跡、長岡遺跡、低地の中耕遺跡、

稲荷前遺跡などで集落が形成され、低地進出が本格化する傾向も見て取れます。

　彼らの墓域として、中耕遺跡や広面遺跡では方形周溝墓群が発見されています。
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※　葺石：墳丘の表面を覆うように葺かれた石

※

３初期群集墳

４・５善能寺古墳群

　労働力と新たな土木技術を導入し、地域開発を成功に導いた首長たちの奥津城

（墓域）として、台地上に多くの古墳が築造されました。

　古墳時代中期から後期前半ころまでに形成された高密度の古墳群を「初期群集

墳」といいます。越辺川中流域では、中期後半（5 世紀後半）頃から善能寺古墳群、

大河原古墳群、三福寺古墳群で古墳の築造が始まります。

　古墳群はいずれも、集落のあった棚田遺跡、桑原遺跡から南側に深く入り込む

谷の周囲に形成されており、谷を中心とした周囲の高台が古墳の築造場所として

選地された様子が見て取れます。

　三福寺古墳群では 3号墳と 6号墳が中期後半に築造されたものとみられ、3号

墳では、円筒埴輪とともに馬や人物などの形象埴輪も多数出土しています。

　善能寺古墳群は毛呂台地中央部に深く入り込んだ

埋没谷の最奥部に位置しています。毛呂台地上でも

比較的標高が高く、居住域としては不適なこの高台

が選地されたとみられます。

　善能寺５号墳は、古墳時代中期後半（5世紀後半）

の築造とみられる直径約 20ｍの円墳です。墳丘への

葺石と、円筒埴輪の樹立が認められ、過去の調査で

は、埋葬施設から大刀と剣各１振が発見されました。

　善能寺 12 号墳は、直径約 20ｍの円墳で、周溝が

二重に巡ります。外周溝からは大量の円筒埴輪が出

土しました。

　円筒埴輪の外面には、横方向のハケ調整が施され

ており、中期後半でも古い段階の古墳とみられます。

　12 号墳の被葬者は、地域開発を成功に導いた有力

者の一人とみられます。
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６初期群集墳（大河原古墳群）

７ 入西石塚古墳副葬品の発見

　大河原古墳群は毛呂台地南側を流れる葛川の河

岸段丘上に立地し、帯状の高台に古墳群が展開し

ています。

　善能寺古墳群のような埴輪の樹立は見られない

のがこの古墳群の特徴です。また、周溝内から多

数の土器が発見されており、土器を使用した葬送

儀礼が執り行われていたようです。使用される土

器には比企・入間地域特有の赤色顔料が塗布された赤い土器と、須恵器の坏蓋

を模倣した無彩の土器が使用されており、使用された土器の組合せには集団内

でも差異が見られます。

　1号墳は直径約 23ｍの円墳で、竪穴系の埋葬施設から棺を固定した白色粘土

が良好な状態で検出され、「舟形木棺」（船のような形をした棺）が安置されて

いたことが明らかとなりました。

　入西石塚古墳（三福寺 1号墳）は、坂戸市西部の毛呂台地に位置する古墳で、

昭和 31 年頃に土地所有者によって墳丘が掘られ、武器や武具、鏡などの豊富な

副葬品が偶然にも発見されました。そして、昭和 37 ～ 38 年頃、鏡以外の副葬品

を袋に入れ敷地内に丁寧に埋納したことが伝わっています。

　その後、坂戸市教育委員会では、平成 26 年度から専門家と合同で調査を行い、

副葬品の内容が明らかとなりました。また、平成 27 ～ 28 年度に武器・武具のク

リーニングや保存処理を実施しました。

　その後、鏡の所有者より鏡２面を市へ寄贈いただき、令和２年３月 26 日に「入

西石塚古墳出土遺物一式」として市指定有形文化財に登録されました。
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入西石塚古墳の評価

　出土品の調査によって、入西石塚古墳は古

墳時代中期後半 (５世紀後半 )の古墳である

ことが分かりました。

　古墳時代中期後半は越辺川中流域の再開発

が始まる時期にもあたり、入西石塚古墳に埋

葬された人物は、この地域の開発を推し進め

た有力者（在地首長）の一人と見られます。

　また、多彩な武器や武具を所有しているこ

となどから、ある時期には、「武人」として

ヤマト王権に仕え、軍事的役割を担っていた

のかも知れません。

　入西石塚古墳出土品は、畿内のヤマト王権

と地域社会の関わり示す、学術的にも大変貴

重な資料といえます。

入西石塚古墳の副葬品

武器等：大刀・蛇行剣・剣・鉾・鉄鏃・刀子

武具：冑・板錣・短甲・頸甲・肩甲

鏡：珠紋鏡・四乳区画紋鏡

　これらの副葬品は、形態の特徴などから古

墳時代中期後半 (５世紀後半 )に製作された

と考えられます。

珠紋鏡 (右 )と四乳区画紋鏡 (左 )
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８開発拡大と新興集落の出現

９前方後円墳の出現

　古墳時代後期（6世紀）になると、越辺川中流域で未開拓だった土地にも開発

の波が及び、台地縁辺部の塚の越遺跡や大河原遺跡、長岡遺跡などの新興集落

が出現します。沼端遺跡のような低地でも集落が確認されており、いまだ未発

見の集落が低地帯に眠っている可能性も想定されます。

　集落域の拡大に対応するように、毛呂台地一帯での古墳築造も一層活発化し

ます。毛呂台地西部の半島状に突き出た高台では、6世紀から長岡遺跡、塚原遺

跡、花見塚遺跡などの集落が成立、急成長します。集落の南側に広がる苦林古

墳群では、前方後円墳が相次いで築造されており、この地域に強固な生産基盤

が存在していたことを物語っています。

　古墳時代後期（６世紀）の越辺川中流域では、生産力の向上を背景に、中小規

模の前方後円墳が相次いで築造されます。

　古墳時代後期から開発の始まった台地西部でも古墳築造が始まり、越辺川の河

岸段丘上に塚原古墳群と毛呂山町大類古墳群（両古墳群を総称として苦林古墳群

とも呼ばれる）が形成されます。

　苦林古墳群では、６世紀後半以降に前方後円墳５基が相次いで築造されます。

前方後円墳が密集して現存する県内の事例は少なく、市内屈指の保存状態を誇る

古墳群と言えます。
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※帆立貝式古墳：円形の墳丘に小さな方形の
張り出し部がついた古墳。前方後円墳と同じ
ような形をしているが、前方部が著しく短い。

10形象埴輪の時代 (1)

11形象埴輪の時代 (2)

12再開発と律令国家の胎動

　古墳時代後期（6世紀）の越辺川中流域では、人物や動物などをかたどった

形象埴輪の古墳への樹立が最盛期を迎えます。

　毛呂台地中部では、６世紀後半に前方後円墳「塚の越１号墳」（三福寺 2号墳）

が築造されます。塚の越１号墳は、宅地造成に伴う発掘調査で前方部の周溝

が発見され、人物埴輪を含む多くの埴輪が出土しました。

　塚の越 1号墳は地域開発を率いた在地首長の墓とみられます。

　毛呂台地西部では、古墳時代後期（６世紀前

半）から北峰古墳群が古墳の築造を開始します。

令和５年度現在で、帆立貝式古墳１基（北峰 31

号墳）を含む 44 基の古墳が発見されています。

　６世紀に築造された古墳の多くには円筒埴輪

の樹立が認められ、人物埴輪や馬型埴輪などの

形象埴輪の存在が確認された古墳も数多く発見

されています。これら、埴輪の製作地について

は、東松山市にある桜山窯跡であることが明ら

かになっています。

　古墳時代終末期（７世紀）になると、長岡遺跡のように前段階から継続する伝

統的な集落と、稲荷前遺跡のような低地の新興集落が出現します。これらの集落

は奈良時代（８世紀）以降も連綿と継続するのが特徴であり、律令国家成立を見

据えた地域の再開発によって生まれた集落と言えます。

　７世紀後半になると、越辺川対岸の比企丘陵の開発が本格化し南比企窯跡群（鳩

山町・嵐山町・ときがわ町）で須恵器や瓦の生産が始まります。この比企丘陵の

開拓にも、越辺川中流域の集団の関与があったとみられます。
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13終末期群集墳と大型古墳

　台地上では大規模集落の形成と連動するように、古墳築造がピークを迎えます。

各古墳群は拡大を続け、これまで人々の活動が低調だった成願寺地区や越辺川の

対岸でも次々と古墳が造られるようになります。

　成願寺古墳群では首長墓として 50ｍ超えの大規模円墳である 2号墳 (石上神社

古墳 )築造されます。

　大型円墳が築造される一方、各古墳群では小規模円墳が密集した「終末期群集墳」

が形成されます。

　墳丘の規模や形、副葬品のバラエティなどから、終末期には古墳に葬られる人々

の階層が拡大し、より多様化している様子がみて取れます。

　越辺川中流域での古墳築造は 7世紀末頃を最後に終焉を迎え、新たな時代に突

入していきます。
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【竪穴建物 （たてあなたてもの）】

　地面に掘られた竪穴の上に屋根を葺く半地下式の建物。 「竪穴式住居」 とも言われる。 居住用だけで

はなく、 工房や作業場などの目的でも使用される。

【掘立柱建物 （ほったてばしらたてもの）】

　柱穴に柱を据えて建てる建物。 柱の配置で建物構造や規模、 用途などを推測することができる。

【土坑 （どこう）】

　地面に人為的に掘られた穴。 目的や時代などによって形状や大きさは異なる。

【土師器 （はじき）】

　古墳時代以降に作られた素焼きの焼き物。 焼き上がりは赤褐色や黄橙色となる。

【須恵器 （すえき）】

　古墳時代に朝鮮半島から伝来した硬質の焼きもの。 ロクロで成形され、 登り窯を用いて焼成する。 焼

き上がりは青灰色や灰色をなる。

【かわらけ】

　中世につくられた素焼きで皿状のやきもの。

【坏 （つき） ・ 高坏 ・埦 （わん）】】

　皿よりやや深い器。 高坏は坏に脚がついたもの。 埦は　坏より深い半球状の器
【甑 （こしき）】

　調理具の一種。 煮沸具である甕の上に設置し、 蒸気を利用して食材を蒸す。

【勾玉 （まがたま）】

　装身具や祭祀具の一種で、記号のコンマ （，） に似た形をしている。 朝鮮半島でも多く発見されている。

　展示見学中にご質問やご不明な点がござ

いましたら、 会場内係員にお声がけください。用　語　解　説
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